
　先日、家族みんなで外食に出かけた際、食べざかりの僕は、
「食べ放題の焼肉がいいな」
と、言って希望した。
　焼肉店に入ると、早速、タッチパネルを使い、好きなものをどんどん注文し始めた。最近は、タッチパネルでの注文の店も多く、慣れた
ものだった。その後は、ロボットが注文した品を次から次へと席まで届けてくれた。品物を取ると、ロボットはすぐに戻っていく。その速
さには驚いた。
　ロボットが行き交う中、僕は、ある光景をふと目にした。それは、床の片隅に落ちていたおしぼりの袋らしきゴミを、店員さんがパッと
しゃがみ、拾って自分のポケットに入れたところだ。きっと目についたゴミを、お客さんには分からないように素早い行動をしたのだろ
う。ロボットでは、決してできない行動だったのではないだろうか。
　それから気付いたのは、店員さんが、時折品物を運んできてくれた時には、必ず、
「ごゆっくりどうぞ」
と声をかけていってくれる姿だった。お店はとても混んでいて、忙しく大変な状況であっても、かけてくれる言葉には、優しさを感じた。
タッチパネルで、肉を焼く網の交換も注文できるが、まだいいかなぁと考えていたところ、網の状態を見ていた店員さんから、交換しま
しょうかと声をかけてくれ、素晴らしい気配りだと思った。
　これから、世の中はどんどんロボット、ＡＩが発展していくだろう。それが便利で当たり前の世の中になっても、人間にしかできない、
思いやりの心は、決して忘れたくないと思った。
　その後、帰りの車で、このささいな出来事を家族と会話し、お腹いっぱいになっただけでなく、心もほっこり優しい気持ちに満たされ
た外食となった。　

　「とても素敵でした。」
　フラダンスを習い始めてから、初めて言われたこの言葉。私はこの瞬間、喜びと驚き、達成感で胸がいっぱいになった。
　私は、フラガールに憧れを抱き、二年前にフラダンスを習い始めた。初めてフラガールのショーを見た時、私は涙が出た。キラキラ輝
いていて、表情が素敵で美しくて、こんなにも心を揺さぶられたのは初めてだった。感激するとは、こういうことだと思った。私もいつ
か、誰かをこんな気持ちにさせる存在になりたいと強く思った。
　しかし、そう簡単にはいかなかった。フラダンスの先生からよく、「表情から何も伝わってこない。」「歌詞の意味を理解せず、ただ踊
るだけではだめ。」と言われた。フラダンスのハンドモーションには、ひとつひとつ意味がある。振り付けを覚えるだけで精一杯な私
は、意味を完璧に理解した上で踊り、表現するということが心底難しかった。なかなか上手くできず、私は自分に落胆した。フラガール
のように踊ることは、自分にはできないのかもしれないと思った。けれど、毎日ひたむきに練習した。
　最近、地域のイベントでフラダンスを披露する機会があった。私は感情が観客に伝わるよう、思いを込めて踊った。この日は、いつも
より上手にできた気がした。終演後、一人の女性に声をかけられた。「とても素敵でした。口ずさみながら楽しそうに踊っていて、曲の意
味が伝わってきた。目で追ってしまった。」この女性は、私がずっと誰かに言って欲しかった言葉を全てくれた。やっと、努力が報われた
ような気がした。
　自分の踊りを見て感動してくれる人がいる。頑張ってきて良かった、そしてもっと頑張ろう、と思えた瞬間だった。周りで支えてくれて
いる人への感謝の気持ちを忘れず、これからも沢山の人に感動を与えられるよう、思いが伝わるフラを踊り続けたいと思う。

　旅先では、言葉よりも親切が身を助けてくれる。
　初めての台北。飛行場を出て、スーツケースを引きながら、目的地へ向かうべく路線バスのバス停を探していた。スマートフォンの地図
は通りの喧騒の中で頼りなく、私はたまたま近くを歩いていた若い母親に声をかけた。乳母車には赤ちゃんが乗っていた。
　彼女は私の片言の問いかけに耳を傾け、「一緒に行きましょう」と言ってくれた。
　「ご迷惑ではありませんか」と遠慮すると、「気になさらないでください」と、微笑んで応じてくれた。彼女は乳母車を押したまま一緒
に歩いてくれた。大通りをしばらく歩くと、目的のバス停が見えてきた。
　「ここ」と指さし、軽く会釈して去っていく姿を、私はしばらく見送った。旅の不安が、ふっとほどけるようだった。
　数ヶ月後、日本。春。満開の桜の下で、カメラのシャッター音が聞こえた。そこには、台湾から来たという四人組がいて、そのうちの一
人がランナーだった。私もランナーであり、自然と会話がはずんだ。互いの走った大会の話で笑い合い、私はＬＩＮＥを交換した。
　その日の午後、彼からメッセージが届いたのだ。
　「東北本線が火災で止まっています。新白河駅までバスで行きたい。どうしたら？」
　私は思った。あの駅は無人だったはず。ならば、バスなど来ないのではないか。
　「今からそこへ行く」と返信し、私は車を走らせた。
　予想どおり、駅では四人が困惑した様子で立ち尽くしていた。
　私は彼らを社用車に乗せ、新白河駅へ送った。別れ際、「この車をバックに記念撮影をしたい」と言われた。むろん断る理由などな
かった。笑顔でシャッターを切る彼らを見て、心が温まった。
　親切は、国も言葉も超えてゆく。
　あの日、台湾で受けた親切と、日本で返した小さな案内と。
　どちらも、風のようにさりげなく、でも確かに、心に残り続けている。
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